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能力を反映した水分子相互間を水素結合で、結んだ clathrate を生成している D 叉，水和水分子数を求めた
結果は Panling のc1athrate モデノレに於ける構成水分子数とほぼ一致し，又c1athrate の cavityの大きさ
も，一次水和のそれに匹敵する。特に，これ等， c1athrate 水和水の些成は Li+， Rb+, Cs+ イオンに於い




又，超音波干渉計法で，アミノ酸の水和量を 100C から 50 0C まで 5 0C 間隔で求めた粘果， Gly の水
和量を基準とするとアミノ酸側鎖の如何によって，種々，特徴的挙動を示す。即ち，今迄， 解離基のみに
注目されて来た水和現象は，アミノ酸の non-polar side chain への水和の存在を更に重要視せねばなら
ぬととがわかり，文，今迄 peptide bond への水和の有無が議論されて来たが， Gly, (Gly) 2 (Gly) 3 (Gly) 4 
の水和量の測定から， peptide bond への水和の存在も実証された。









た。その結果， 有効体積聞にはよい加成性がある。水に対する静電引力の最大と思われる I 価イオンのリ
チウムでは電縮は比較的小さい。乙れは clathrate の生成による。電縮効果は温度上昇によって減ずるが





の水平日については従来論議があるが，後藤君は (Gly) , (Gly) 2' (Gly) 3, (Gly) 4 の 4 種アミノ酸およびオ
リゴペプチドについての測定からペプチド結合の水和のおこり得ることを立証している。
さらに塩類その他の有機化合物の存在下における水溶液の水のプロトンの化学シフトを測定した。尿素
については 6Mという濃厚溶液においてもそのシフトはきわめてわずかで尿素によっては水の構造はいち
じるしく変化せられるものでないことを示している。以上蛋白質の高次構造保持に対して関係深い諸物質
の存在下における水の構造に関し乙の研究はおおくの重要な知見をえている。
参考論文においてはムラミダーゼ(リゾチーム) の安定性におよぼす塩化リチウムおよび臭化リチウム
の影響を，紫外差スペクトノレ， 旋光分散および粘皮測定によって追求した結果を述べ溶媒としての水にお
よぼすこれら塩の影響を論じている。
以上いずれも蛋白質の物理化学について寄与するところが少くないので， 後藤幸男君のこの論文は理学
博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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